
予算要求からの
主な変更点

要求どおり

職員数（人） 3.0 3.0 3.0

成果指標
設定理由

・国への提案実施状況を示すため、「提案募集方式」等での提案件数を指標に設定。
・近年の平均提案件数（6件）を目標値に設定。

5

12,234

 決　算　額（B） 12,059

うち一般財源 12,059 12,049
要求 12,234

予算案

予算案

3

4

合計（A) 12,059 12,049
要求 12,234

0

12,234

↗ 6件
補正予算 0

2

1
「提案募集方式」
等での提案件数

8件 4件 ↘ 6件

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

No 成果指標 H30年度 R１年度

当初予算 12,059 12,049
要求 12,234

予算案 12,234

R２年度末
（見込）

Ｒ３年度
目標値

予
算
額

前年度繰越 0 0

２　令和３年度事業内容

予算のポイント・
主な取組（予定)

【国への積極的な政策提言・要望を実施】
全国知事会や関東・中部圏のブロック知事会の取組等を通じて、地方自治の円滑な運営と県政の重要課題に係
る国への積極的な政策提言・要望等に取り組む。

○全国知事会
・全国知事会議を通常年２回開催。
・６月会議では、翌年度政府の施策並びに予算に関する知事会の
　要望等を審議、決定。
・11月会議では、翌年度地方財政対策、国の予算編成に関する対
　策協議等を実施。

○関東地方知事会・中部圏知事会
・それぞれ知事会議を通常年２回開催。
・国の施策及び予算に関する提案・要望を取りまとめ、国への要
　望活動を実施。

○長野県の実情を踏まえた分権・規制改革提案
・県民、職員等の意見を基に、国への提案を実施。

１　現状と課題

目指す姿
・

これまでの取組

【目指す姿】
各都道府県の連携を緊密にして、地方自治の円滑な運営と進展を図るとともに、国への積極的な政策提言を行
う。

【これまでの取組】
全国知事会や関東・中部圏のブロック知事会等の取組を通じて、地方自治の円滑な運営と県政の重要課題に係
る国への積極的な政策提言・要望等に取り組んできた。地方分権を一層推進し、県政を効果的に運営するため
にも、引き続き各都道府県との連携を進める必要がある。

令和２年度
点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

本県だけでは解決できない課題等については国や他県
と連携して対応することが必要。

各都道府県の連携を一層緊密にして国への政策提言を
行う。

８つの重点目標

総合的に展開
する重点政策

事　業　名 企画調整事業費
部局 企画振興部 課・室 総合政策課

実施期間 不明 ～

事業番号 02 01 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

E-mail seisaku@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

全国知事会文教環境常任委員会委員長として、

萩生田文部科学大臣に対して要請活動を実施

（令和2年6月19日）
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3 分権・規制改革提案経費 直接 県民、職員等の意見を基に、国への提案を実施

事業番号 02 01 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

細事業名

12,234

2 全国知事会等経費 直接

事　業　名 企画調整事業費 部局 企画振興部 課・室 総合政策課

細事業
No.

1

全国知事会、関東地方知事会、中部圏知事会、中部圏開発整備地方協議会及び日本
創生のための将来世代応援知事同盟において提言活動等を実施

Ｒ３年度
当初予算

12,059 12,049

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

要求

予算案

12,234

Ｒ１年度
当初予算

Ｒ２年度
当初予算

全国知事会、関東地方知事会、中部圏知事会、中部圏開発整備地方協議会及び日本
創生のための将来世代応援知事同盟において提言活動等を実施

1 全国知事会等負担金 負担金

企画調整事業費
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